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欝貫宮身雰岳督裾紙冨樫腎電署極を樫3伊

用す

青『鋤 織曲 督韻冊隅配営チ|,て:・下さい。

又油によるトラフ
・
ル防止のお,オわ除去フィル'―をご使用下さ

胎 ル様去フィルーは卜
・
レンフイルー0先田り付けて下さい。)

ご使用方法

E目曽品と戸
:耳革晟1城予_ス樹敵をA・ワーサフ・ライのア…スターミナルに

略鶴縄鋪麟ダ
400VD嘩続

字召縮 験ぞ磐ケ姿季頭P警雪ど桑草ぞ需義景審議け議喜社李芦
を材料の表面に近づけると除去

害じ‖!1群‖]】|]1岩掛|どヽ手号母料啓電軍ユiサフ
・ライは正しく7-スしてTさい。

起こして正常に機能致 しません。

☆
突讐去窪努選宰ほ登響,貯ねtX葦輪膨れ震甥お総 ちてぃるかが主な原因です。

☆■極の表面にゴミや度がついていると除電の効果を低下させます。

☆
晶経緑焼背戸晶振標捲ぞ坐盲誓棟詔階革晃島i5ち窮摂操嘉税Rにして下さい。

.*絶 対|コヽ
・
力"・ライの■源をONに して■枢のクリーニンク

・
をしないて下さい。

☆定期的に,り…ニカ
・
を行えば,最 高の状態で使い続けることが出来ます。

①奪審督官世だ摯研ダ範協鍵繰脇 翠鴨議智料が更に摩擦を受けると静電気を

② A・チサフ
・
ライは絶対に分解しないで下さい。

③
客涼略卒ぶ 。

~"・ライ(増幅器)は 爆発あるいは発火の危険性がある場所では絶対に使用し
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